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はじめに
日本の遥か南の青い海原に沖縄県の島々が連なっている。透き通った七色の海，雪のように輝く白い砂浜，
穏やかな三線の音色。そこには日本を代表する観光地としての f沖縄イメージJ1が広がる。しかし，時代を遡
って 14世紀に祝線を転じると，現在のリゾート地としてのイメージを持っている沖縄には，現代日本人にあま
り知られていなし¥かつて独立した自家として存夜した歴史的な事実が隠されている。
現在の沖縄を 14世紀の中国の明は「琉球Jと呼び，その名は 19世紀末の日本政府による「琉球処分jまで
続いた。明が建闘した 1368年までに沖縄は統ーした国家ではなく，中山，南山，北山の三つに分けた按司政権
で、あった。 15世紀に中山，南山，北山が棺次ぎ中富の冊封国となり，後， 1422年に中山王の尚呂志が三山を統
ーした。明との交易が始まった 14世記以降，琉球でも自国の国名として琉球簡を用い， 1872年(明治5年)の
琉球藩設震までこの国名が用いられた。
ところが，初期琉球国の様棺を明らかにする史料が乏しいためその政権運営及び路辺諸国との往来，とりわ
け，中国との交流には謎が多い。幸いに，中国明代の太祖洪武帝(在位 1368~98) から菜宗天啓子管(在
位 1621~27) までの十三種の実録が収録されている『明実録11 2 (正式には『大明実録』という)
に， 1372年に始まった明国と琉球の中山王との冊封関係や琉球の動向が継続的に記録されてい
るため， とりわけ，明を築いた太祖(朱元理) 3の業績を記録した「太祖実録Jに焦点を絞り，琉
球と明との遭遇，冊封の成立とその実態を明らかにしたいと考えている。故に，本稿は F明実録』に収録され
ている「太極実録J(在位 1368~98) に焦点を絞り太極実録J から琉球の三山と明との交流に
関する記録(中田語史料)を抽出し，それを日本語に訳し，その記録にみる琉球の三山と明の
太祖との接点を探り，冊封関係の成立のいきさつを明らかにすることを試みる。その時代にみ
る琉球の活寵によって， 日本の一県としての沖縄イメージの再認識が促されることができれば
と思う。
1 .初期明朝の内政と外交政策
14世紀の半ば頃，百年近く維持できた元(1271~ 1368年)は元末の乱で滅ひ。る道を辿った。「元末の騒乱に
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乗じて貧農出身の朱元環が紅巾軍に投じ，後揚子江下流域の経済力によって群雄を降して明の太犯となり，元
を北に追って中国を統ーした。政権を取った明の太祖朱元環は南京を首都として中央集権的支配体制の強化，
法制の整備など内政にカをそそぎJ.j独裁を目指す息子長(天子)を頂点としたピラミッド式の中央官制・地方
官制の構築を押し進み，全体を九品に分けた官織の品格は上下関係として秩序づけられていた。この位階の分
配や昇降が息子管(天子)の手に集中されたため，皇帝(天子)の権力は極まった。法制整備の具体策としては
『大明会典』の編纂と頒布が挙げられる。また，中央集権的支配体制の強化の具体策として，実務機関として
の六部(吏部，戸部，礼部，兵部，刑部，工部)の設置(この制度は後の清に引き継がれた)が挙げられる。
1) W大明会典』の編集
1502年に編集が始まった『大明会典』に関しては， w新編東洋史辞典j]5は以下のように述べている。「明代の
根本法典で2種類有る。会典の名は典章を会要する意味で明代から始まった。はじめ 1502年(弘治15)に徐博
らが勅を奉じて装集したが，孝宗崩御のため頒布せられず， 10年(正徳 5)に楊廷和等が修訂して頒布した。
これを「正徳、会典」百八十巻としづ。(中略筆者以下回)85年(万暦 15)張居正等が重集した「万暦重集会
典」二百二十八巻が頒布された。(中略)両者とも明代の制度を知るための根本史料である」としづ
つまり，明代の綜合的行政法典になっている『大明会典』は， w正徳会典』と万暦年開の『万暦会典J]，し、わ
ゆる『重修大明会典』の二種類がある。前者は 1511年(正徳6)に刊布になった 180券に及ぶ大著であり，後者
は 1587年(万暦 15)に刊行になった 228巻の区侠である。明の諸制度が記録されている『大明会典』から明
初期の官吏制度等を確認することができる。
2)六部の役割
『大明会典』にみる六部の職掌は次の通りになっている。吏部は官僚の人事を，戸部は財政と地方行政を，
礼部は礼制と外交を，兵部は軍事を，刑部は司法と警察を，工部は公共工事を司る。六部の各長官は尚書と呼
ばれるという
礼制と外交を可る礼部の役割に関しては， i躍部尚書左右侍郎。掌天下稽楽祭柁封建朝貢宴享貢翠之政令。
其鴎初日儀部，日嗣部，臼膳部，日主客部。後改儀部為儀制，制部為調祭， I活部為精膳，主客イ乃奮。倶稿清吏
司。(後略)J 8という。
つまり，礼部は尚書及び左右の侍郎で構成され，国の礼楽，祭紀，封建，朝貢，宴亭，責挙の政令を司る。
その付属機関として儀部，制部，膳部，主客部が設けられた。後に儀部は儀制に，間部は制祭に，膳部は精膳
に改名されたが，主客部は!日名称、のままで、あった。倶に清吏苛と称されたとしづ。要するに，礼部は外交(主
に冊封関係)を可る部門として機能するもので、あった。
3)招諭と冊封
外交面において明は f華夷思想j を基に，周辺諸国に対して積極的な「招議J政策を取った。近隣国家間と
の関係を例にみると中華」を中心(頂点)とする宗主国と名乗り，近隣諸国の朝鮮・日本・琉球・爪珪・運
羅・蘇問答刺・潟刺加・安南などの国々とは宗主一一藩属関係を結んだ。無論，それは直接統治の方式ではなく，
冊封・進貢制度を通した非軍事的の威徳政治を行い，芸書夷理念によって文化的帰属感を共有させたもので、あっ
た 9と言われている。
冊封とは中国国内では諸侯，太子，皇后などを任命することであるが，外交の場合は，明の皇帝が近隣諸E
の王を封ずることをさすという 10 冊封をうけて，これにより進貢貿易が許され，麿 11の頒賜がなされ，宗主国
から諸々の恩恵を受けることになる。冊封を宣するための使者が冊封使と呼ばれる。
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4) r太祖霊録Jにみる近隣小国「招諭Jの理由
「太祖貫録」にみる近号制、国「招論j の理由は以下になっている。
「洪武四年九月辛来上御奉天門，論省府憂庄日，権外蜜夷之鴎，有為患於中国者，不可不討。不為中間患者，
不可純白奥兵。古人有言，地康非久安之言十，民努乃易露L之源。如階帰帝，妄輿師旅，征討琉球，殺害夷人，焚
其宮室， f:字虜男女数千人。得其地不足以供給，得其民不足以使令。徒慕虚名，自弊中土，載諸史冊，為後世:談。
朕以諸醤夷小臨，限山越海，僻在一隅，彼不為中間患者，朕決不伐之。惟西北胡戎，世為中風患、，不可不謹備
之耳。卿等，嘗記所言，知朕此意J12とし、う。
つまり， z共武 4年(1371)9月辛未 (22日)の日(オζ稿が使っている日付は!日暦をさす。以下問)に皇帝の
朱元理は奉天門で省・府・台の臣を諭して「海外の蛮夷の屈は，中国に患を為す者あれば討たなければならな
い。中国の患に為らざる者には兵を興してはいけない。古人が言うには，広い国土は国が久しく安泰する計ら
いにならず，民を疲労させることは乃ち乱れ易きの源になると。摘の帰帝は妄りに師旅(軍隊)を興して琉球
を柾討し，人々を殺害しその宮家を焚き，男女数千人を捕まえた。しかし，その地を得たとしても供給するに
足らず，その民を得たとしても使令するに足らなかった。徒らに虚名を慕い，自ら中土(国土)を弊し，諸々
の史冊に汚名を残すようなことがあれば，後世の笑いものになるだろう。朕(私)の思うには，諸蛮夷の小閣
は山をi潟で海を越え，一隅に僻在するため，その国々は中国の患に為らざれば，決して之を伐たない。ただ、
西北の胡戎(外層)は代々中国の患と為り 謹んで之に備えなければならないのである。卿等(君ら)，朕の言
葉を肝に銘じ，その気持ちを知るべきである」という。
要するに，明の政擦が成立した4年後の洪武4年(1371)9月22日に太祖が在下に諭して，明の脅威になら
なし、小閣には危害を与えず，精の揚帝のような琉球を討伐した行動を取れば，歴史に汚名を残し，後世に笑い
ものにされるだろうと，近隣の小国を討伐しない政策を取る意志を示しているのである。
2. 初期明朝と琉球との遭遇
前に述べたように，近隣小閣を討伐しない政策に基づき，明は政権成立後間もなく周辺小国に招探の使者を
送り，その一環として琉球にも使者を遣わした。以下は，洪武四年九月(1371年9月)に頒布した，琉球に関
する f招論j詔蓄を中心に，明の琉球 f招論jの理由を纏めると同時に，明太祖の「招諭」に対する琉球側の
反応及びそれに伴った行動を追跡し，初期明朝と琉球との遭遇のプロセスを明らかにしたいと思う。
1)明の琉球「招諭j詔書
『明実録Jによると，琉球 f招諭jのフ。ロセスは以下になっている。
f洪武五年正月甲子，遣楊裁持詔諭琉球園。詔日，昔帝王之治天下，凡日月所照，無有遠謹，一視同仁。故中
間食安，閤夷得所，非有意於臣服之也。自元政不綱，天下兵号事者十有七年。朕起布衣，開基江左，命持西征不
庭。西平漢主糠友諒，束縛英王張士誠，南平関越，裁定巴易，北清幽燕，奨安華夏，復我中間之蓄題。朕為原
氏推戴，即息子持イ立，定有天下之競，回大明，建元洪武。是用遣使タト夷，播告朕意。使者所至，鐙夷酋長橋直入
貢。惟爾琉球在中国東南，遠慮海外，米及報知。謹特遣使役論。爾英知之 13
つまり，洪武5年 (1372)正月甲子 (16日)，琉球を f招論j させる目的で，詔書を使者の楊裁に持たし，彼
を琉球回に派遣したとしづo 詔舎には「菅，帝王が天下を治めることは，およそ日月の照らす所，連遜あるこ
と無く一視同仁になっている。故に中国が箕安し，周辺の小国が臣服する意志を表明したのである。元の時代
は治世より天下兵争すること十七年にも及ぶ。鋲(私)は，平民より起ちて江左に拠点を開き，部下に天下不
和への討伐を命じた。西に渓主の陳友諒を平らげ，東に呉王の張土誠を縛し， j苓に閤越を平らげ，巴萄を駿定
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し，北に幽燕を清め，葉夏(中国)を主主安させ，国の蕎壊を回復させた。朕は臣民に推戴され皇帝の位に即き，
天下の号を定めて大明と称し，洪武と建元した。これを用て外夷に使者を遣わし朕の意を広く知らせる。使者
の至る所の蛮夷の議長は臣を称して入貢するようになった。惟だ，汝の琉球は中国の東南に在り遠く海外に所
在しているため，未だ報知するすることができなかった。ここに特に使を遣わし教え諭す。 これを知れj
と記している。
詔書には，明は成立した後，周辺諸国に使者を派遣し， r招諭」を行い， r入貢j を促し，使者の至るところ
の首長は，尽を称して入貢を行ったとしづ。琉球は明から遠く離れているため，報知できなかったo 故に，洪
武5年(1372)正月の 16日に使者を派遣し，明への従順を促したとしづ。
2)琉球の「招諭Jの受入
『明実録Jに記録された「太祖実録j によると，明太極が洪武 5年(1372)正月に行ったアブ。ローチに対し
て，その年の冬(12月)琉球の中山王は以下のような行動を取った。
rz共武五年十二月壬寅，楊裁使E留球図。中山王察度，遣弟泰期等，泰表貢方物。詔賜察度大統暦及織金文締・
紗・羅各五匹、泰期等文締・紗・羅・襲衣有差J九
つまり，明の「招諭」に対して、洪武5年 12月壬寅 (29日)に，中山王察度が弟泰期等を遣わして表を奉り
方物を貢すとし、う。明は察度に大統暦 15及び織金文締・紗・羅各五匹を，泰期等に文締・紗・羅・襲衣を賜っ
たという。
以上の記述から以下の事実が確認できる。①太視洪武帝は建国直後(洪武4年の 1371年)に臣下に f中間の
患、為らざるJr諸蛮夷の小国j を討たないという詔蓄を頒布した。②洪武5年 (1372年)1月 16S，明太祖洪
武平野が詔を使者の楊裁に持たせ，琉球国に明間への従}I療を促したという史実。③洪武5年 12月 29日，琉球の
中山王の察度が f弟泰期等を遣わして表を奉り方物をJ献上。明からの働きに対して琉球の中山王が「招諭」
を受け入れ，従}I頃の;意を表す、ンンボノレとして弟の泰期等を明に派遣し，貢物を献上した。@洪武帝は入貢した
f察度に大統暦及び織金文締・紗・羅各五症を，泰期等に文締・紗・羅・襲衣を」下賜とし、う。
以来，琉球と明との正式な交流が始まったと思われる。そこで大明会典巻一百五礼部六十三J16の記載を
軸に，明の洪武初期から永楽3年までに明に朝貢した諸国をまとめてみた。洪武2(1369年)朝鮮;洪武7(1374 
年)s本;洪武初琉球;洪武2(1369年)安南;洪武4(1371)年真脱;洪武4(1371)年蓬羅;洪武2(1369 
年)占域;洪武5(1372年)爪睦;洪武 11(1378年)彰亨;洪武 11(1378年百花;洪武4(1371)年三例驚;
洪武4(1371)年浮泥;洪武 16(1383年)須文達那;永楽3(1405年)蘇門答刺;洪武3(1370年)西洋瑛皇;
洪武5(1372年瑛里;洪武9(1376年)覧邦;洪武 10(1377年)淡巴である。
3)琉球三山の朝賞
ところで，当時の琉球には統ーした国家ではなく，中山，南山，北山の三つに分けた按苛政権で、あった。中
山王察度のタトに，他の王の対応に関しては『明実録』に以下の情報が記録されている。
f洪武初中山王察度山南王承察度山北王Ip白尼芝皆遣使奉表筆貢馬及方物。十六年各賜鍍金銀印。二十五年中
山王遺子姪入関与え以其歯従来朝貢。賜閤人三十六姓議操舟者。永柴以来劉王嗣立皆請命冊封。後懐中山王至。
中山王世稿尚氏。論令二年一賞。毎船百人。多不過百五十人。貢道出福建閤鯨。寅物 馬，刀，金銀酒海，金
銀粉匝，鴇E菌，象牙，螺殻，海巴，擢子扇， 1尼金扇，生紅銅，錫，生熟夏布，牛皮，降香，木香，速香，了香，
檀香，黄熱香，蘇木，烏木，古月栂，琉黄，磨刀石。右象牙等物進i汝。琉黄蘇木栴織運送南京該康。馬就於福建
設跳馬騨結ヱ長選。震刀右後福建官庫牧貯J17という。
上記の記載から次の史実が確認できる。①琉球には中山王，山南王，山北王の三王がいる。明の初期に中山
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王察度，山南王承察度，山北王~J良尼芝がともに明に使者を遣わし，表塞を泰り，馬及び方物(その地方に産す
るもの)を献上した。②洪武十六年(1383)に明はそれぞれの王に鍍金銀印を下賜。③二十五年に中山王子娃
が由子敢に入監。④明が琉球に船の操作に熟している閤人(福建人)三十六姓を下賜。⑤永楽年以来，国王が
即位の際「冊封j を乞う。@中山王が「尚Jと称す。⑦寅期は二年一回。③入貢人数は百五十人以内lこ定まら
れている。⑨入貢の道のりは福建閤県に指定された。⑮貢物は「馬，刀，金銀酒海，金銀粉便，王寄稿，象牙，
螺殻，海巴，擢子扇，泥金属，生紅銅，錫，生熟夏布，牛皮，降呑，木香，速香，丁呑，檀香，黄熟香，蘇木，
烏木，古月撤，琉黄，磨刀石」で、あった。⑪貢物の象牙等は収め，硫黄，蘇ー木，胡栂は南京該療に，馬は福建に
て f騨jに，磨刀石は福建より官底に収まったとし、う。
以上の記載から琉球の三山(中山，南0-1，北山)の按司政権と初期明朝との外交の様子がうかがえる。
4)明による琉球「入賞jへの返礼
朝貢した周辺諸国に対して，宗主国の明は f懐柔J(手なずけ抱き込む)政策に基づいて手厚く迎えた。朝貢
した諸国への f給賜jは「大明会典巻之一石一礼部六十」に記録されている。琉球に関しては次の通りになっ
ている。
f琉球酪洪武十六年。賜園王鍍金銀印井文縞等物。山南王亦如之。後賜中山王山南王山北王苧称紗羅冠服。
王妃総羅。王姪王将秦官絹公服。賞賜差来正議大夫長史使者通事従人衣服統布絹及差来王弟玉男衣蝦冠帯紙有
蓋。正賞例不給憤。附来貨物官抽五分質五分(後略)J 180 
以上の記事より以下の事項が確認できる。①洪武十六年 (1383)明が琉球国王(中山王)に「鍍金銀印及び
文締Jを下賜した。②山南王にも同様のものを下賜した。③後，中山王，山南王，山北王に「苧紙紗羅冠服」
を賜った。④王妃には「紘羅」を，⑤王姪，王相，秦官には「絹公服j を下賜した。⑤進貢にきた正議大夫，
長史，使者の通事(通訳)及び従人に f衣服紙布絹j を賞賜した。②進買にきた王弟，王男に「衣服冠常総」
を賞賜した。③「正貢」は皇帝への献上品として収める。 @I附来貨物jについて，明は f官抽五分実五分J(貨
物の半分は献上品として受け殺り，半分は買い取る)という制度に基づいて対応した。
九「大明会典巻ー百一礼部六十j に収録された「蕃貨価値Jによると，前出の琉球の食物の価値は以下の
通りである。黄熱香1斤 191貫初;了香1斤 I貫;速香1斤2貫;木香1斤3寅，胡栂1斤3貫;錫 1斤500文;
降真香 1JT 500文;蘇木 1斤500文象牙l斤 500文;烏木 l斤 500文である。
要するに，明太祖洪武帝の f招諭jに応じ，貢物を進貢した琉球を含めた周辺諸国は明政権に手厚く迎えら
れ，経済的，文化的な利益を被った。現政権より大統暦，鍍金銀印が授与された琉球(中山王，南山王，北山
王)は形式上明閣の一部となった。また，中山王，南山王，北山王には「苧紙紗羅冠服Jが，妃には「綜緯J
が，王姪，王相，書道官には f綿公服jが下賜された。 f冠服jの着用は琉球の王が明政権に承認された証であり，
「公服jの者用は王相，王姪，察官等が明の役人となった証で、あるといえよう。
その史実には以下の政治的な意味合いが含まれている。つまり，中山王，南山王，北山王を含めた琉球は藩
属国として，明の支配下に組み込まれた。しかし，この「支配」の性質は極めて緩やかなもので、あったのも前
出に述べた史実から読み取れる。明は直接統治ではなく，冊封・進貢制度を通した非軍事的の威諒政治を行い，
華夷理念によって文化的帰属感を周辺諸国に共有させたものであるといえよう。
結び!こ
明初の外交政策に基づく「招論JI冊封」政策の実施は，周辺諸国に中国，とりわけ暁の文化を共有させる結
果をもたらした。無論，周辺諸国は経済利益を伴う「冊封j制度を積極的に受け入れたと忠われる。琉球の場
合は，最初の冊封は察度の子武寧代 (1404)におこなわれ，それ以降，特別な場合を除いて，最後の尚泰(1866)
崎原麗援:琉球史からの発見~初期明朝との交流の始まり
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にいたるまで， 22回の冊封が行われたへ琉球と明との進貢貿易及び冊封関係の詳細は『大明会典』や『暁実
録J等を過して確認することができる。本稿は初期明朝に起きた琉球と明との交流に焦点を絞り，明太祖時代
の明と琉球との遭遇，明のアプローチ及びそれに対する琉球が取った行動を上記に纏めた。
明の史料『大明会典J や『明実録~ (本稿は f太祖実録J(こ祝点を限定)には「仁村山王jの登場が多く，その
決断力と行動力を寝間見ることができる。硫球では最初に明に進貢したのも中山王察度で、あった。察度王は1371
年に明の使者の楊裁の手より太祖の「招諭j詔書を受け取った後，明太祖の「招論」を受け入れ，明への進買
を行うため，自らの弟の泰期を使者として明に派遣した。琉球からの進貢を明は藩冨の服従と見なしたかもし
れない。しかし，琉球側からは手IJ援の多い貿易行為に過ぎないともいえよう。明との遭遇をきっかけに，琉球，
とりわけ中山王が{需学を含める中国の文化や制度を積撮的に導入した。進貢貿易を通して琉球に入った中国の
文物や制度が生かされ，中山王による三山統ーの土台が作り上げられたと患われる。やがて，財力を蓄えた中
山王が 1422年に南山と北山を滅ぼし，琉球を統ーした。その後，時勢と地理的な利点を利用した琉球は中国と
の進貰貿易を拡大させ，回世紀に繁栄を櫨め，海上王盟として活躍したのである。
現代の沖縄はかつて独立国家として存在した。しかし， 1872年に明治政府の「琉球処分」によって，琉球藩
として設置され，さらに 1879年(明治 12)に行われた廃藩置県によって，日本の一つの県として，近代国家の
なかに組み込まれた。二次世界大戦終戦後の 1945年より 27年間に及ぶアメリカ統治を経て， 72年に日本復帰
を闘った後は，日本屈指の観光リゾート地のイメージが定着するようになった。近年，かつて独立国家として
約 500年間活躍した歴史的な史実は沖縄においてはし、ち早く再認識され，その歴史教育も現地の学校教育など
に導入され，歴史への再認識の共有が広がりつつある。 日世紀より約 500年間にわたって独立した国家として
活躍した沖縄の歴史に関する符認識に基づき，本稿は『明実録』に収録されている f太祖実録j に焦点を絞
り， i太祖実録」から琉球の三山と明との交流に関する記録(中国語史料)に着眼し，その記録
にみる琉球の三山と明の太祖との接点を探り，冊封関係の成立のいきさつをいささか述べたも
のである。
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